
 

 

 

 

平 成 １ ９ 年 度 
 

 

 

 

工 業 標 準 化 表 彰 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１９年１０月１５日 
 

 

 

 

 

 

経 済 産 業 省 
 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

目     次 
 

 

 

 

１．工業標準化事業表彰 

内閣総理大臣表彰     （個人  １名）···············  １ 

 

 

２．工業標準化事業表彰 

経済産業大臣表彰（個人） （個人 ２３名）···············  ２ 

 

 

３．工業標準化事業表彰 

経済産業大臣表彰（団体） （団体 ７団体）···············  ７ 

 
 

４．国際標準化貢献者表彰 

産業技術環境局長表彰   （個人 ２１名）···············  ９ 

 

 

５．国際標準化奨励者表彰 

産業技術環境局長表彰   （個人 １３名）··············· １３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





-1-



1 青
あお

　木
き

　吉
よし

　夫
お

全国生コンクリート工業
　組合連合会理事・相談
　役

２００３年から４年間にわたり、全国生コンクリー
ト工業組合連合会の会長として、生コンのＪＩＳを
より一層環境に配慮した内容に改正するための委員
会の立ち上げに協力したほか、工業標準化法の改正
に伴う認証指針のＪＩＳ制定への支援、共同試験場
のＪＩＳ Ｑ １７０２５適合への支援をはじめ、生
コン業界が新ＪＩＳマーク制度に円滑に移行できる
ようにするための活動に関して同連合会が積極的に
行うように組織運営を行うなど多大な貢献。

2 秋
あき

　庭
ば

　悦
えつ

　子
こ

㈳日本消費生活アドバイ
　ザー・コンサルタント
　協会常任理事・東日本
　支部長

国際標準化への消費者の意見反映の観点から、ＩＳ
Ｏ／ＣＯＰＯＬＣＯ（消費者政策委員会）における
議論に貢献するとともに、日本工業標準調査会消費
者政策特別委員会及び消費生活技術専門委員会にお
いてコンセンサス形成に寄与。更に、標準化への消
費者参加促進の取り組みである「消費者の標準化参
画促進セミナーＷＧ」のリーダーを務め、消費者の
標準化参加活動に多大な貢献。

3 池
いけ

　田
だ

　宏
ひろ

　明
あき

千葉大学大学院
　工学研究科　建築・都
　市科学専攻都市環境シ
　ステムコース教授

ＩＥＣ／ＳＣ３Ｃ(機器・装置用図記号)国際幹事を
はじめ、カラーマネジメントの国際議長、コンビ
ナー、６件のプロジェクトリーダーを担当し国際標
準化に貢献し、ＩＥＣの電子化導入に際し技術的指
導等が国際的に高く評価された。日本工業標準調査
会の委員等や図記号の国内委員長等を務めＪＩＳの
制定等や国際標準化活動を推進。さらに大学におい
て国際標準化の講座を設け、電気・電子分野の標準
化教材の開発、公開講座を行うなど標準化人材育成
推進のために多大な貢献。

4 石
いし

　崎
ざき

　　■俊
　しゅん 慶應義塾大学

　環境情報学部　教授

１９９５年から日本工業標準調査会に参画し、特に
２００１年度より、情報技術専門委員会委員長とし
て、関係者の意見を取りまとめて、４００件以上の
ＪＩＳの制定、改正を推進。またＩＳＯ／ＩＥＣ
ＪＴＣ１（情報技術）の国内委員会である、ＪＴＣ
１技術委員会の委員長を務め、多岐にわたる技術の
全体調整を行うとともに、我が国の国際標準化活動
を主導するなど、情報技術分野における標準化活動
に多大な貢献。

5
市
いち

　川
かわ

　昌
まさ

　彦
ひこ

㈶日本品質保証機構
　マネジメントシステム
　部門　計画室

ＩＳＯ／ＴＣ２０７（環境マネジメント）におい
て、国際的に普及しているＩＳＯ１４００１（環境
マネジメントシステム－要求事項及び利用の手引）
の開発に、日本のエキスパートとして、ＩＳＯ９０
０１（品質マネジメントシステム－要求事項）との
整合化等の観点から貢献。また、ＩＳＯ１４００４
（環境マネジメントシステム－原則、システム及び
支援技法の一般指針）、ＩＳＯ１９０１１（品質及
び／又は環境マネジメントシステム監査の指針）等
の開発においても多大な貢献。

平成１９年度　工業標準化事業表彰経済産業大臣表彰受賞者

No 氏　名 所　属 主　な　功　績

個人
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6 一
いち

　村
むら

　信
しん

　吾
ご (独)産業技術総合研究所

　理事

ＩＳＯ／ＴＣ２０１（表面化学分析）やＴＣ２２９
（ナノテクノロジー）のＷＧのコンビナーを務める
など、国際標準化活動を積極的に推進。さらに、日
本工業標準調査会国際専門委員会では臨時委員とし
て活躍し、またＴＣ２０１及びＴＣ２０２の国内委
員会では委員長の要職を務めるほか、ＴＣ２２９及
びＶＡＭＡＳ（新材料と標準に関するベルサイユプ
ロジェクト。１９８２年のベルサイユ・サミットで
合意され先端技術製品の貿易や経済的交流を活性化
することを目的として発足）の国内委員会では委員
として精力的な活動を進めてきており、研究開発と
一体化した標準化活動の推進に多大な貢献。

7 今
いま

　井
い

　茂
しげ

　雄
お

㈱ＩＮＡＸ総合技術研究
　所　プロジェクトマネ
　ージャー

ＪＩＳ Ｚ ２８０１（抗菌加工製品－抗菌性試験方
法・抗菌効果）の原案作成委員会分科会委員として
精力的に従事。また、当該ＪＩＳを基礎とした国際
規格の制定に関して、ＩＳＯ／ＴＣ６１／ＳＣ６に
おけるＷＧのプロジェクトリーダーとして日本の優
れた技術に基づいた、日本発の抗菌性試験方法の国
際規格化に多大な貢献。

8 小
お

　郷
ごう

　一
いち

　郎
ろう

㈶日本船舶技術研究協会
　基準・規格グループ国
　際戦略チーム
　チームリーダー

１９９９年から、ＩＳＯ／ＴＣ８（船舶及び海洋技
術）の国際幹事として活躍し、我が国の造船分野の
国際標準化活動の発展に尽力したほか、ＩＳＯ／Ｔ
Ｃ１８８（スモールクラフト）に関しても我が国の
代表メンバーとして多くの国際規格作成活動に参画
し、日本の地位向上に多大な貢献。また、(財)日本
船舶技術研究協会の標準部長として、同協会に係る
標準化長期計画の策定、ＪＩＳ原案の作成等船舶技
術における標準化に多大な貢献。

9 小
お

　田
だ

　哲
てつ

　治
じ

東京大学大学院
　工学系研究科電気工学
　専攻　教授

１９９９年から日本工業標準調査会電気部会長及び
２００１年からは電気技術専門委員会委員長を務
め、約９６０件もの電気技術分野のＪＩＳ規格制
定、改正に貢献。更に、ＩＥＣ／ＴＣ１（用語）及
びＩＥＣ／ＴＣ２５（量および単位並びにそれらの
文字記号）の両国内委員長を１９９９年から務め、
日本の意見をＩＥＣ規格に反映させるなど多大な貢
献。

10 唐
から

　津
つ

　治
おさ

　夢
む ＳＲＩインターナショナ

　ル日本支社　日本代表

電子部品・機器の設計・試験等の基幹技術であるデ
ザインオートメーション技術における世界の第一人
者として、ＩＥＣ／ＴＣ９３（デザインオートメー
ション）設立前より、日・米の電子部品・機器業界
団体など国内・国際の場で標準化活動を推進し、Ｔ
Ｃ９３設立に尽力。現在ＩＥＣ／ＴＣ９３議長・Ｗ
Ｇコンビナーとして、進歩の早い電子分野で、業
界・地域標準の国際標準化手順であるＩＥＣとのダ
ブルロゴ標準策定を推進し、時代を先取りした国際
標準化に多大な貢献。

11 柴
しば

　田
た

　和
かず

　男
お

㈳日本電機工業会　次長

３０年以上、家電機器に関わる国際規格・国内規格
に携わるなかで、ＩＥＣ／ＳＣ５９Ｅ（電気アイロ
ンの性能）の国際幹事を務めるとともに、国際規格
への日本の立場の反映やＪＩＳ作成を通じた国際規
格普及のみならず、国内審議体制やアジア諸国への
国際規格審議参加の働きかけなど、規格における時
代の変化に対応して積極的に活動するなど国際標準
化に多大な貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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12 平
ひら

　川
かわ

　秀
しゅう

　治
じ ㈱東芝

　技術企画室　主監

ＩＥＣ／ＴＣ１００（オーディオ・ビデオ・マルチ
メディアシステム及び機器）国際幹事に２００４年
に就任以来、迅速な運営、的確な判断が求められる
会議の推進役として尽力。また、国内委員会では日
本発の国際規格提案の開発に尽力することで、国際
標準の橋渡し役としても活躍。さらに、ＩＥＣ／Ｉ
ＴＵの関係円滑化に貢献するとともに、ＩＳＯ／Ｉ
ＥＣ ＪＴＣ１及びＩＥＣ関連ＳＣとの調整等、国
際標準化機関の枠を超えた幅広い活動に多大な貢
献。

13 増
ます

　田
だ

　岳
たけ

　夫
お ㈶光産業技術振興協会

　標準化室長

ＩＥＣ／ＴＣ７６（レーザ機器の安全性）運営諮問
委員会議長として、ＬＥＤの安全性に関する国際標
準化に尽力。また、ＩＳＯ／ＴＣ１７２／ＳＣ９／
ＷＧ７（レーザ以外の電気光学システム）事務局と
して、日本独自のマイクロレンズアレイ及び回折光
学の国際規格化を実現。その他、国際会議の日本誘
致に努め、ＩＳＯ／ＴＣ１７２／ＳＣ９及びＩＥＣ
／ＴＣ７６会議をそれぞれ３回、我が国での開催を
実現するとともに、ＪＩＣＡ研修の講師として、発
展途上国の国際標準化活動の推進に積極的に協力す
るなど国際標準化に多大な貢献。

14 松
まつ

　尾
お

　陽太郎
ようたろう 東京工業大学大学院

　理工学研究科　教授

ＩＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス）への
提案案件のプロジェクトリーダーとして世界をリー
ドする日本の技術分野の一つであるファインセラ
ミックスに関する国際標準化を積極的に推進。ま
た、２００１年度から２００５年度まで窯業技術専
門委員会委員長として窯業分野の多数のＪＩＳ原案
審議等に貢献するとともに、ＪＩＳ原案作成団体で
ある(社)日本ファインセラミックス協会の標準化委
員会委員として、多くのＪＩＳ原案の作成に多大な
貢献。

15 松
まつ

　下
した

　照
てる

　男
お 九州工業大学

　情報工学部　教授

ＩＥＣ／ＴＣ９０（超電導）／ＷＧ１（用語）のコ
ンビナー及び同ＷＧ４（残留抵抗試験方法）のコン
ビナーとして、ニオブ・チタン及びニオブ３すず複
合超電導導体の残留抵抗比試験方法の標準化を進め
るとともに、新たな分野である高温超電導材料並び
に超電導製品にかかわるＩＥＣ規格の開発に尽力。
また、ＩＥＣ規格に整合したＪＩＳの制定に貢献
し、従来の超電導関連産業の発展のみならず新たな
高温超電導関連産業の市場導入という経済波及効果
に多大な貢献。

16 三
み

　浦
うら

　重
しげ

　孝
たか

サクラ精機㈱　顧問

ＩＳＯ／ＴＣ２１０（医療用具の品質管理と関連す
る一般事項）において、日本のエキスパートとし
て、ＩＳＯ１３４８５（医療機器－品質マネジメン
トシステム－規制目的のための要求事項）等の開発
を国際的にリードするとともに、国内の関係する法
令への反映、厚生労働大臣と経済産業大臣との共管
としてのＪＩＳ化等に貢献。また、ＴＣ１７６（品
質管理及び品質保証）においてのＩＳＯ９００１等
の開発に貢献するとともに、ＴＣ３４（食品）にお
いてのＩＳＯ２２０００等の開発にも多大な貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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17 三
み

　木
き

　弼
すけ

　一
いち

松下電器産業㈱
　コーポレートＲ＆Ｄ技
　術渉外客員

ＩＥＣの政策立案・実行を行う機関であるＣＢ（評
議会）の委員として、日本の産業界を代表してＩＥ
Ｃの運営方針に寄与。特に２００６年に策定された
ＩＥＣ活動の中長期目標である「マスタープラン２
００６」の策定に当たって、規格の国際市場性を適
切に盛り込む等の貢献。また、ＭＰＥＧ４、ＳＤ
カード、ブルーレイディスク等デジタル技術の標準
化の推進にも多大な貢献。

18 三
みつ

　井
い

　　■正
 ただし

ＴＤＫ㈱
　アプリケーションセン
　ター　主査

２００２年からＩＥＣ／ＴＣ５１(磁性部品及び
フェライト材料）国際幹事を務めており、国際標準
化活動に尽力。また、我が国が技術的に世界をリー
ドするフェライトコア、チップインダクタ及びノイ
ズ制御シートの規格開発に関しても、国内審議段階
から積極的に推進しており、日本発の規格提案にも
携わるとともに、全般的にＩＥＣでの公平な審議促
進にも貢献。さらに、国際規格策定後におけるＪＩ
Ｓの原案策定にも積極的に関与するなど国際標準化
に多大な貢献。

19 宮
みや

　澤
ざわ

　　■彰
　あきら

大学共同利用機関法人
　情報・システム研究機
　構国立情報学研究所
　教授

言語学の文学論と情報処理のコード化理論を結び付
け、多様な異体字を持つ漢字の符号化文字集合の整
備に向けた国際的な字体の統合化ルールの策定に貢
献するとともに、また膨大な情報を有益に活用する
ための書誌情報の標準化に尽力。特にＩＳＯ／ＴＣ
４６（情報とドキュメンテーション）では国内委員
会の委員長を務め、当該分野の国際標準化に尽力。
さらに情報技術専門委員会委員として、情報技術分
野のＪＩＳの整備に多大な貢献。

20 山
やま

　内
うち

　　■繁
　しげる

早稲田大学
　人間科学学術院
　特任教授

日本工業標準調査会の高齢者・障害者専門委員会の
委員長として、電動介護用ベッドなどのＪＩＳ作成
など、長年、当分野の工業標準化の発展・改善に貢
献。また、ＩＳＯ／ＴＣ１７３（福祉用具）及び同
ＳＣ２（用語と分類）に、我が国代表として国際標
準化に多大な貢献。

21 山
やま

　田
だ

　　■肇
　はじめ 東洋大学

　経済学部　教授

世界に先駆けて制定された情報アクセシビリティに
関するＪＩＳ原案作成において中心的な役割を果た
すとともに、そのＪＩＳの国際標準化に際して、Ｉ
ＳＯ／ＴＣ１５９／ＳＣ４（人間工学／人間とシス
テムのインタラクション）のＷＧ６（人間中心設
計）のプロジェクトエディターとして、国際規格制
定に尽力するなど、当該分野の標準化に多大な貢
献。また、ＪＩＳＣ／ＣＥＮＥＬＥＣ意見交換会に
おいてアクセシビリティＷＧの議長を担当し、国際
規格の普及に多大な貢献。

22 山
やま

　本
もと

　隆
たか

　司
し

東京農工大学大学院
　共生科学技術研究院
　教授

ＩＳＯ／ＴＣ１２３（滑り軸受）／ＳＣ６（用語と
共通事項）の新規設置を推進して幹事国引受に貢献
するとともに、我が国提案の５規格の原案作成に積
極的に取り組み、自らも３規格のプロジェクトリー
ダーを担当。また、(社)日本機械学会において、国
際標準化活動等を統括する標準事業委員会の委員長
として、産業界の意識向上を図りながら標準化活動
を推進。さらに機械分野における大学の標準教育プ
ログラム開発を行い、標準化の人材育成推進に多大
な貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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23 和
わ

　田
だ

　　■仁
　ひとし

東京大学大学院
　新領域創成科学研究科
　教授

ＩＥＣ／ＴＣ９０（超電導）／ＷＧ３（臨界電流）
の国際コンビナーとして、ＶＡＭＡＳ（新材料と標
準に関するベルサイユプロジェクト）における研究
活動と連携しながらＩＥＣ規格の制定に尽力。ま
た、臨界電流に関する国内委員会の委員長として新
技術分野である超電導技術の標準化に積極的に取り
組み、超電導関連用語及びビスマス（Ｂｉ）系酸化
物超電導線の臨界電流試験方法のＪＩＳ制定に関与
するなど、高温超電導分野の標準化に多大な貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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1

ＩＳＯ／ＴＣ１７２(光学及びフォトニクス）では、我が国
とドイツが主導して国際標準化を進めてきたが、ＴＣ１７２
における我が国の幹事国引受けは皆無であった。２００６年
に、ＴＣ１７２での日本の橋頭堡を築くため、ＳＣ３（光学
材料及び構成物）の幹事国に当該団体が立候補し、我が国が
幹事国を獲得。この幹事国獲得により、ＴＣ１７２の運営委
員会にも出席できるようになり、今後戦略的に国際提案を進
めていくことが期待されるなど、当該分野の国際標準化の発
展に多大な貢献。

2

１９５１年の設立以来、現在まで５６年間にわたり、工作機
械に関するＪＩＳ規格の原案作成等の標準化事業に関与し、
工作機械に関する工業標準化に多大な貢献。また、１９８４
年からはＩＳＯ／ＴＣ３９（工作機械）の国内審議団体とし
て、これまでに１００規格以上のＩＳＯ原案の作成、制定、
改正等に取り組んできた功績とともに、ＩＳＯ／ＴＣ１８４
／ＳＣ１（産業オートメーション/機械及び装置の制御）の
国内審議団体として、我が国工作機械産業分野の国際競争力
の向上に多大な貢献。

3

ＩＳＯ／ＴＣ１１１（巻上げ用リンクチェーン、フック及び
附属品）においては、我が国は国際規格の適正化の観点か
ら、試験方法等に関し標準化に参加。２００６年に当該ＴＣ
に国内審議団体である当該団体が立候補し、我が国が幹事国
を獲得。日本の国際標準化における貢献が一層ＴＣ内で認め
られるところとなり他国の妥協も引き出せるようになるとと
もに、今後一層試験方法の適正化が進められることが期待さ
れてなど、当該分野の国際標準化の発展に多大な貢献。

4

情報技術分野を始め、電子技術分野において、多くの日本工
業規格の原案作成委員会等に積極的に参加し、これら分野に
おける標準化の推進に多大な貢献。また、ＩＳＯ／ＩＥＣ
ＪＴＣ１／ＳＣ２９（音声、画像、マルチメディア、ハイ
パーメディア情報符号化）専門委員会の委員長を始め、多く
の国内委員会に多くの人材を輩出するなど、国際標準化に積
極的に参画。さらに、国際電気通信連合（ＩＴＵ）等の関連
する標準化活動にも積極的に参画し、当該分野における標準
化を推進。

5

軽量・高強度の特性を生かし、航空機の構造材料等に利用さ
れ、我が国企業が市場の７０％を占める炭素繊維及び同繊維
を強化材としたプラスチックの国際標準化を議論しているＩ
ＳＯ／ＴＣ６１（プラスチック）／ＳＣ１３（複合材料及び
強化用繊維）の幹事国に、国内審議団体である当該団体が２
００５年に立候補し、我が国が幹事国及び議長を獲得。これ
によって我が国提案の炭素繊維のリサイクル関連新規提案が
採用されるなど停滞していたＳＣが活性化し、当該分野の国
際標準化の発展に多大な貢献。

6

ＩＳＯ／ＴＣ１２２（包装技術）においては、我が国は国際
規格適正化の観点から、包装性能の試験方法や包装を初めと
する貨物の自動認識に関し標準化に参加。前任のＴＣ幹事国
の業務停滞により、規格化業務の遅延が問題となっていた
が、２００６年に国内審議団体である当該団体が立候補し、
我が国が幹事国を獲得。この幹事国獲得により、遅延してい
た規格化作業が活性化するとともに、今後包装の環境配慮や
高齢者・障害者配慮に関する国際提案を進めることにより、
当該分野の国際標準化の発展に多大な貢献。

日本電信電話株式会社

日本プラスチック工業連盟

㈳日本包装技術協会

団体

㈳日本工作機械工業会

日本光学硝子工業会

㈳日本産業機械工業会
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7

１９５１年から延べ５０９件に及ぶＪＩＳの制定・改正の原
案作成に尽力。国際分野では、ＩＳＯ／ＴＣ４４（溶接）及
びＩＥＣ／ＴＣ２６（電気溶接）の国内審議団体として関連
学協会と連携して日本の技術を反映するように国際標準化に
関与。さらに、米国との連携を図りＩＳＯ規格に日米・欧共
存方式を導入することによってＣＥＮ（欧州規格委員会）主
導の国際標準化活動の流れを変革することができた。また、
アジア諸国への技術指導を通じて連携強化を図るなど、グ
ローバルな活動をしてきており、日本の溶接分野における標
準化に多大な貢献。

㈳日本溶接協会
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1 伊
い

　藤
とう

　八
はち

　大
だい

㈱東芝　主幹

ＩＥＣ／ＴＣ９５／ＭＴ１（ＩＥＶ４４７保護リレー
用語集）のコンビナーとして国際規格化に積極的に参
画。また、ＩＥＣ ６０２５５－２６(ＥＭＣ規格)の
改正作業における日本提案の採用に当たって、強力な
指導力を発揮。さらに同ＴＣのＷＧ等の国際会議にも
日本代表として７年間出席するなど積極的に参加する
とともに、ＩＥＣ ＴＣ９４（補助継電器）及びＳＢ
１（送電及び配電）国内委員として国内意見の取りま
とめにも参加するなど国際標準化活動の強化に貢献。

2 大
おお

　賀
が

　壽
じゅ

　郎
ろう 芝浦工業大学

　工学部　教授

ＩＥＣ／ＴＣ１００（オーディオ・ビデオ・マルチメ
ディアシステム及び機器）に改組以前の旧ＴＣ８４の
時代から、産業界の立場でコンビナーやプロジェクト
リーダーとして国際標準化活動に積極的に参画。ま
た、ＴＣ１００設立に貢献するとともに、学界に移籍
後は標準化活動と並行し、教育者として後継者育成に
も尽力。さらに国内においてはＪＩＳ原案作成委員会
委員長を歴任するなど国際標準化活動の強化に貢献。

3 大
おお

　島
しま

　　■寬
　ひろし

ニチコン㈱　主任技師

ＩＥＣ／ＴＣ４０（電子機器用コンデンサ及び抵抗
器)、ＴＣ９１（電子実装技術）関係の国際会議への
出席、意見提案等積極的に参画。特に電気二重槽コン
デンサや導電性高分子電解コンデンサ（ＴＣ４０）及
び鉛フリーはんだ実装の評価試験方法（ＴＣ９１）に
ついて、プロジェクトリーダーとして国際提案・審議
まで一貫して国際規格のとりまとめに貢献。また、こ
れらの国際規格のＪＩＳ化に関しても積極的に参加す
るなど国内外の国際標準化活動の強化に貢献。

4 太
おお

　田
た

　守
もり

　重
しげ

国際航業㈱
　技術センター フェロ
　ー･室長

ＩＳＣ／ＴＣ２１１（地理情報）において我が国のエ
キスパートとして国際会議の出席や回答原案の作成、
地理情報の規格に関する国際コンソーシアムとの連携
などに携わり、中心的な人材として活躍。地理情報分
野では、地空間情報の高度利用に関する推進が法制化
され、電子政府にも地理情報システムの標準化が推進
される中、国際標準化の進展によりインターネットを
利用した民間における地理情報システムサービス等の
普及など国際標準化活動の強化に貢献。

5 大
おお

　村
むら

　高
たか

　慶
よし ファーネスエンジニアリ

　ング㈱　管理部長

ＩＳＯ／ＴＣ１９５（建設用機械及び装置）における
コンクリート機械の国際標準化に積極的に参加し、Ｓ
Ｃ１（コンクリート施工用機械）の新設、我が国の幹
事国・国際議長引受けに貢献するとともに、ＳＣ１国
際議長として我が国提案による多数の国際規格の開発
を推進。特に、建設機械の安全要求事項や手腕振動に
関する国際規格の開発を進めるなど、人の安全・健康
を守るための国際標準化活動の強化に貢献。

平成１９年度　国際標準化貢献者表彰（産業技術環境局長表彰）受賞者 

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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6 木
き

　村
むら

　　　健
けん

三菱電機㈱　主任研究員

ＩＥＣ／ＴＣ９８（絶縁システムの評価）及びＩＥＣ
／ＴＣ１１２（絶縁材料システム評価）の国内幹事を
１０年間務め、国際標準化に積極的に貢献。２００４
年ＥＭＣ及びサージ絶縁及びＩＥＣ規格に関する国際
ワークショップ（ＫＩＷＩＳ）を企画・主催し、ＩＥ
Ｃ規格の重要さを国内外に認識させ、２００６年から
は、ＩＥＣ／ＴＣ１１２（電気絶縁材料とシステムの
評価と認定）のＷＧ３のプロジェクトリーダーを務め
るなど国際標準化の強化に貢献。

7 木
き

　村
むら

　敏
とし

　子
こ

社団法人情報処理学会情
　報規格調査会
　マネージャ補佐

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ２（情報技術／符号
化文字集合）の国際幹事を１９９７年から、ＳＣ２３
(デジタル蓄積媒体)の国際幹事を１９９３年から務め
るとともに、これまでＳＣ１５（媒体の論理フォー
マット：１９９６年解散）の国際幹事も務めてきてお
り、国際規格化の審議の円滑な運営に務めるなど、国
際標準化活動において貢献。また、１９９０年からＪ
ＴＣ１国内委員会の事務局として国際標準化活動の強
化に貢献。

8 日
くさ

　下
か

　嘉
よし

　藏
ぞう

住友金属工業㈱
　鋼管カンパニー　鋼管
　技術部　部長

ＩＳＯ／ＴＣ６７（石油及び天然ガス工業用材料及び
装置）／ＳＣ５（油井管）の国際議長として、油井用
鋼管の国際規格作成に係わる国際会議を主導し、多数
の国際規格の作成に貢献。特に、ＩＳＯ規格とＡＰＩ
Ｉ（米国石油協会）規格との統一化の実現に向け、Ａ
ＰＩや上位組織であるＩＳＯ／ＴＣ６７との交渉を行
うなどの努力によって統一を実現するなど国際標準化
活動の強化に貢献。

9 込
こみ

　山
やま

　俊
とし

　博
ひろ

日本電気株式会社
　ソフトウェアエンジ
　ニアリング本部
　統括マネージャー

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ７／ＷＧ６（ソフト
ウェア技術／評価とメトリクス）の国際セクレタリを
１９９２年から務め、ソフトウェア製品の品質評価に
おける国際規格の適用を容易にするため、既存規格も
含めた規格体系の見直し・整備等を２００４年に提案
し、その提案に基づいて現在ＩＳＯ／ＩＥＣ ２５０
００（ソフトウェア製品の品質評価）規格群に関する
開発プロジェクトが進行しているなど、国際標準化活
動の強化に貢献。

10 阪
さか

　口
ぐち

　修
しゅう

　司
じ

(独)産業技術総合研究所
　中部産学官連携センタ
　ー　総括主幹

ＩＳＯ／ＴＣ２０７（ファインセラミックス）設立当
初から積極的に参加しており、９０年代には硬さ試験
等に関するＷＧのコンビナーを引き受け、２００５年
からはＴＣ２０６の国際幹事に就任するなど国際標準
化活動の要職を歴任。またＶＡＭＡＳ（新材料と標準
に関するベルサイユプロジェクト）においても長年に
わたって活動を続けており、研究開発と一体となった
国際標準化を推進。さらに国内委員会にも委員として
参画するなど国際標準化活動の強化に貢献。

11 田
たな

　邊
べ

　　■茂
　しげる　津山工業高等専門学校

　教授

ＩＥＣ／ＳＣ２２Ｆ（送配電システム用パワーエレク
トロニクス）のＭＴ９(サイリスタバルブ試験規格）
のコンビナーを２０００年から務めており国際規格化
を積極的に主導し尽力。また２００１年から４年間Ｓ
Ｃ２２Ｆ国内委員会幹事を務め、さらに２００５年か
らは国内委員長を務め、我が国の技術的意見を国際規
格に反映させることに尽力するなど国際標準化活動の
強化に貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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12 中
なか

　野
の

　義
よし

　彦
ひこ

沖電気㈱　主幹技術者

ＩＳＯ／ＴＣ１７３／ＳＣ４の(人間とシステムのイ
ンタラクション）のＷＧのコンビナーを務めるととも
に、１９９３年からＳＣ４のエキスパートとして活躍
し、日本から提案したＩＳＯ１５０３（空間的運動方
向の設計における人間工学的要求事項）の改訂、ＪＩ
Ｓ Ｘ ８３４１－１（高齢者・障害者等配慮設計指針
－情報通信における機器、ソフトウェア、サービス－
第１部：共通指針）にも積極的に参加するなど国際標
準化活動の強化に貢献。

13 西
にし

　山
やま

　和
かず

　夫
お

ソニー㈱
　半導体事業本部
　主幹技師

ＩＥＣ／ＴＣ９１（電子実装技術）の国際幹事を平成
１７年から務め、同ＴＣにおける円滑な規格開発を推
進するほか、電子実装技術に関連する電子部品及び半
導体の技術や環境への影響に迅速に対応するなど、我
が国から提案した規格の国際標準化に貢献。また、関
係する多くのＴＣ／ＳＣとの調整や連携にも尽力し、
ＩＥＣ／ＳＣ４７Ｄ（半導体パッケージ）にも積極的
に参画するなど国際標準化活動の強化に貢献。

14 濱
はま

　田
だ

  健次郎
けんじろう 安川コントロール㈱

　事業部長

ＩＥＣ／ＴＣ９４（補助継電器）／ＷＧ１０のコンビ
ナーとして、産業用制御安全機器に関する新規作業項
目を提案し、その作業部会ＷＧ１０での規格作成を主
導。また、ＴＣ９４国内委員会の委員長として、リー
ドスイッチだけでなく、リレーの基本規格、新規提案
を予定している電子カウンタ等の規格策定にも積極的
に参画するなど国際標準化活動の強化に貢献。

15 藤
ふじ

　井
い

　隆
たか

　彰
あき

㈱本田技術研究所
　二輪開発センター
　主任研究員

ＩＳＯ／ＴＣ２２（自動車）／ＳＣ２２（モーターサ
イクル）及びＳＣ２３（モペット）の排ガスや燃費に
関する二つのＷＧのコンビナーとして、多くの我が国
提案の国際標準の制定に中心的役割を果たすととも
に、アジア太平洋地域への研修の講師を務め、アジア
の仲間作りを積極的に進めながら自動車分野における
国際標準化を円滑に進めるなど国際標準化活動の強化
に貢献。

16 古
ふる

　田
た

　一
かず

　吉
よし

セイコーインスツル㈱
　技術本部インキュベー
　ション新事業企画推進
　部　部長

ＩＳＯ／ＴＣ２２９（ナノテクノロジー）における計
測等に関する国際標準化活動に我が国の代表者として
積極的に参画し、日本主導の国際規格整備を進めるこ
とに貢献。また、マイクロマシンに関するＮＥＤＯプ
ロジェクトに参加して研究開発と一体となった標準化
活動を進めるとともに、ＩＥＣ／ＴＣ４７（半導体デ
バイス）にも積極的に参画するなど国際標準化活動の
強化に貢献。

17 水
みず

　間
ま

　　■毅
　たけし

(独)交通安全環境研究所
　交通システム研究領域
　　領域長・上席研究員

ＩＥＣ／ＴＣ９（鉄道電気設備）において都市交通シ
ステムの自動運転の安全性要件に関する国際規格の整
備を進めるに当たり、我が国の法律である省令に関す
る記述を採用させ、また我が国で実績のある高信頼性
技術や腰高式ホームドアなどの経済効果が大きい技術
の採用を積極的に提案するなど国際標準化活動の強化
に貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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18 武
む

　者
しゃ

　良
よし

　憲
のり

㈶富徳会　常務理事

ＩＳＯ／ＴＣ１０６（歯科）／ＳＣ７（オーラルケア
用品）の国際幹事に１９９５年から務めており、同Ｓ
Ｃを精力的に運営。この間、日本提案の２件を含む１
０件の国際規格の開発を主導し、それまで活動が活発
でなかった同ＳＣの活動を、日本主導で活発に運営。
また、医療業界における国際標準化への認識を高める
など国際標準化活動の強化に貢献。

19 谷内田
や　ち　だ

　益
ます

　義
よし

国立大学法人　東京工業
　大学　工学部
　客員准教授

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ１７（情報技術／識
別カード及び附属装置）の活動の中で、日本発の標準
として多目的ＩＣカード環境のアプリケーション管理
コマンド（ＩＳＯ／ＩＥＣ７８１６－１３）の規格化
に際しエディタとして各国と協調しながらも、日本と
して必要な文字コード等の仕様をまとめるなど国際標
準化活動の強化に貢献。

20 横
よこ

　山
やま

　　■宏
　ひろし ㈱日立製作所

　主管技師長

ＩＥＣ／ＴＣ１０５／ＷＧ９コンビナーとして規格開
発にリーダーシップを発揮するとともに、マイクロ燃
料電池性能試験法を国際提案。また、環境分野では、
ＴＣ２０７の国内委員会である環境管理規格審議委員
会の委員を歴任し、環境パフォーマンス評価小委員会
委員長を務め、積極的に貢献。ＩＳＯ ＴＣ２０７ Ｓ
Ｃ４（環境パフォーマンス評価）の日本エキスパート
として参加し、ＩＳＯ １４０３１(環境マネジメント
－環境パフォーマンス評価－指針)等の開発に積極的
に参画するなど国際標準化活動の強化に貢献。

21 吉
よし

　岡
おか

　稔
とし

　弘
ひろ ㈱ＡＩ総研

　代表取締役社長

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ３１（情報技術／自
動識別及びデータ取得技術）ＷＧ２（データ構造）の
コンビナーとして、日本提案及び、その後の各種ユ
ニーク識別子提案を短期間で規格として成立させるな
ど、ＩＣタグのサプライチェーンを通じた利活用に必
要となる商品識別コードのユニーク識別子の体系を構
築し国際標準化を推進し、グローバルな市場での利活
用環境を整備するなど国際標準化活動の強化に貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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1 池
いけ

　田
だ

　あゆみ
 あ   ゆ   み　 エスペック㈱

　技術開発本部　主事

ＩＥＣ／ＴＣ１１０（フラットパネルディスプレイ
（ＦＰＤ)）／ＷＧ５（有機ＥＬディスプレイ）の
エキスパート兼コ･プロジェクトリーダー（ＩＥＣ
６２３４１－５）、またＷＧ４（プラズマディスプ
レイ）のエキスパートとして、両分野の特に環境試
験規格の審議、文書作成を行い、国際の場において
リーダー的存在として、日本の意見反映に貢献。さ
らに、環境試験規格のみならず、ＦＤＰ分野全般の
国際標準化に貢献。

2 伊
い

　藤
とう

　一
かず

　秀
ひで

九州大学大学院
　総合理工学研究院
　准教授

ＩＳＯ／ＴＣ１４６（大気の質）／ＳＣ６（屋内空
気）において、建材の空気汚染の評価方法を検討す
る二つのＷＧにエキスパートとして参画し、積極的
に新規作業項目を提案するなど、我が国主導の国際
標準化を進めることに貢献。また、建材からの揮発
性有機化合物等の放散量の評価方法を開発し標準化
するためのプロジェクトの推進に重要な役割を担
い、研究開発と標準化を一体的に進めなるなど国際
標準化に貢献。

3 小
お

　川
がわ

　　■晋
　すすむ ㈳日本電機工業会

　担当課長

開閉制御装置、回転電気機械などの重電・産業機器
の技術検討・標準化を担当し、国内委員会幹事とし
て、委員会運営を実施し、日本意見を国際標準化に
反映することに尽力。
ＩＥＣ／ＴＣ８８風力発電システムの国際標準化と
ＪＩＳ化を積極的に進め、我が国特有の問題の冬季
雷や台風への対処のため、データ分析、情報集約、
意見交換、ドキュメント作成するための方向付けを
提案し、国内検討会の結成にリーダシップを発揮し
尽力。

4 川
かわ

　髙
たか

　順
じゅん

　一
いち

日本電信電話㈱
　ＮＴＴアクセスサービ
　スシステム研究所
　研究主任

ＩＥＣ／ＴＣ８６／ＳＣ８６Ａ（光ファイバ及び光
ファイバケーブル）のエキスパートとして、新規規
格開発提案やＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ２５
（情報機器間の相互接続）、ＩＥＣ ＴＣ７（架空
電気導体）などとの意見調整を実施するとともに、
ＴＣ８６国内委員会の事務局として、委員会の運
営、他国内委員会との意見調整、日本での国際会合
招致活動を推進しており、日本の国際標準化活動へ
の発言力強化に貢献。

5 胡桃澤
くる　み　ざわ

　昭
あき

　夫
お

㈳産業環境管理協会

ＩＳＯ／ＴＣ１４６／ＳＣ１(固定発生源大気の測
定）の事務局として、日本提案の「排ガスサンプリ
ング」プロジェクトのコンビナーを支援。また、Ｔ
Ｃ２０７（環境マネジメント）に対して「環境管理
会計」のＮＷＩＰ（新規作業項目提案）の検討事務
局も務めるなど国際標準化に貢献。

6 笹
ささ

　子
こ

　雅
まさ

　純
ずみ

㈳日本電機工業会　主任

ＩＥＣ／ＴＣ５９（家電製品の性能）及びＴＣ６１
（家電製品の安全）の分野で、エキスパートとして
炊飯器や洗濯機などの日本独特の製品にかかる性
能・安全とその試験方法を積極的に提案し、国際規
格を戦略的に活用する政策に寄与。同分野でのＩＥ
Ｃ整合化ＪＩＳ作成についても携わり、国内強制法
規でのＩＥＣ整合化電気安全ＪＩＳ引用の環境整備
にも関与するなど国際標準化に貢献。

平成１９年度　国際標準化奨励者表彰（産業技術環境局長表彰）受賞者　

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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7 田
た

　中
なか

　宏
ひろ

　典
のり 松下電器産業㈱

　主任技師

ＩＥＣ／ＴＣ１１０（フラットパネルディスプレー
（ＦＰＤ)）分野のエキスパートとして標準化を推
進。この標準化により、ＦＰＤ製造業者に対しては
製品使用条件・環境条件・仕様書決定等にかかる開
発コストの削減、また業界として顧客の製品機能比
較や保証項目の明確化など顧客信頼性の向上に寄
与。またＴＣ１１０の国際副幹事・国内幹事を務
め、ＦＰＤ分野で主導的な立場である日本の発言力
向上に寄与するなど国際標準化に貢献。

8 中
なか

　庭
にわ

　知
ち

　重
え ㈳産業環境管理協会

　主査

ＩＳＯ／ＴＣ２０７(環境マネジメント)／ＳＣ３
（環境ラベル）において、エキスパートとして積極
的に参画し、エコリーフ環境ラベルを始めとしたＩ
ＳＯ環境ラベルの基準として使用されているＩＳＯ
１４０２５（環境ラベル及び宣言－タイプⅢ環境宣
言）の開発に当たって、我が国の意向を国際規格に
盛り込むとともに、国際規格の開発をリードするな
ど国際標準化に貢献。

9 成
なり

　田
た

　正
まさ

　己
み

㈱マキタ　係長

電動工具のエキスパートとしてＩＥＣ／ＳＣ６１Ｆ
（電動工具の安全）において、１３０Ｖ以下の工具
や直径の小さいグラインダなど日本の電動工具事情
を踏まえた提案を積極的に行っており、国際規格を
戦略的に活用する政策に寄与。また、併せてＩＥＣ
整合化ＪＩＳ案作成の実務を行っており、電動工具
安全分野でのＪＩＳの政策的意義の高揚に貢献。

10 宮
みや

　地
じ

　充
あつ

　子
こ 北陸先端科学技術大学院

　大学　准教授

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ２７(セキュリティ
技術）ＷＧ２（セキュリティ技術とメカニズム）
で、１９９９年から情報セキュリティ技術の国際規
格のプロジェクトエディタを務める。情報セキュリ
ティ技術の中での暗号化の分野は、各国が自国の暗
号技術を国際標準として認めさせるために非常に力
を入れており、その中でエディタとして参加し、日
本の情報セキュリティ技術の国際標準化を推進し，
その国際的地位向上を図るなど国際標準化に貢献。

11 森
もり

　貞
さだ

　  ■晃
　　あきら

日本信号㈱
　研究センター安全
　研究室

ＩＥＣ／ＴＣ９（鉄道電気設備）の鉄道用安全関連
電子システムや列車検知システムに関するプロジェ
クトチームにエキスパートとして参画し、日本で広
く用いられている信頼性の高い鉄道信号用リレーを
国際規格に盛り込み、また、自動運転鉄道システム
の安全に関する規格審議において、危険源分析の専
門家会議に参画する等、我が国の鉄道システム技術
を国際規格に反映させるなど国際標準化に貢献。

12 山
やま

　﨑
さき

　信
のぶ

　行
ゆき 慶應義塾大学

　理工学部　准教授

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ２５（情報機器間
相互接続）に、エキスパートとして参加し、これま
での研究開発の成果を踏まえて、ロボットなどの分
散処理システムに用いるリアルタイム通信規格であ
るレスポンシブリンクについて国際提案を行うとと
もに、円滑な国際規格化に向けた標準化活動に尽力
するなど、我が国が優位性を持つ技術分野での産学
官連携による国際標準化に貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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13 米
よね

　谷
たに

　理
ただ

　史
ふみ

㈳日本工作機械工業会

ＩＳＯ／ＴＣ３９（工作機械）及びＩＳＯ／ＴＣ１
８４／ＳＣ１（産業オートメーションシステム及び
インテグレーション／機械及び装置の制御）の国内
審議団体である(社)日本工作機械工業会の国内標準
化関連委員会の事務局として、１９９８年以来工作
機械に関する国際標準化活動のサポート業務に従事
しており、その間、工作機械分野で日本が担当して
いる二つのコンビナーを補佐するなど、国際標準化
に貢献。

No 氏　名 所　属 主　な　功　績
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